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都市および農村地域の土地利用計画適正化に関する研究：カブール首都圏域を対象として

審査要旨 (20 0 0字以内）

本学位論文は、 3部構成からなっている。まずアフガニスタンの首都カブール郊外

の新市街地開発地域を含む首都圏域全体での開発適地を抽出するために、現在農村部

であるエ リアで、開発適地となる場所を複数の指標を使って整理している。その後、

既に開発されたカブール市内での開発適地を評価するための指標を整理している。整

理に当たっては、複数の専門分野の専門家に、環境・文化財・浸水・過去の地震・農

業・広域的な立地・水源・斜面等の保全要素と、 人口密度・都市施設の充実度・空き

地・ 都市中心からの近接度等の開発要素について、重み付け評価を実施してもらい、

それにより、開発に適する市街地の評価を可能とした。



（次頁へ続く）

最後に、カブール市内の実際の市街地を対象に、市街地改善事業、土地区画整理事

業、市街地再開発事業のそれぞれによる開発の費用と効果を比較し、現状の非計画市

街地をどのように改善することが望ま しいか、 事業手法の実現可能性について調査

をしている。

本学位論文に関する公聴会は、令和 4年 8月 5日（金） 15時から リモートで行われ

た。公聴会には主査・副査の他に、日本で土地区画整理事業を用いてニュータウン開

発に当たられた元地域公団職員の技術者やアフガニスタンの関係者も多数出席し、

活発な質疑は 1時間を超えて行われた。

特に 3点目の、市街地開発事業の実現可能性について、税制、士地所有、土地建物

登記、不動産評価方式、建設コスト等が全く日本と異なるアフガニスタンで、実現が

可能となるように、同国の制度に沿って関係機関とも検討し、また造成工事で伝統的

な建材を用いることによりコストの削減を図るなどの工夫を含む、アフガニスタン

適用型土地区画整理事業の提案も行っていることは高く評価された。

したがって、本研究成果は工学的に有用であり、提出された学位論文は博士の学位

論文に相当するものと判断し学位論文の審査を合格とする。また、論文発表会におけ

る発表ならびに質疑応答において、申請者は専門分野および関連分野の十分な知識

ならびに十分な研究能力を有していることが確認できたので最終試験を合格とする。


